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●投稿原稿は原則として登見洋一 にお送りください＝

日時計カタログ情報は沖允人にお送りください。

（表紙の写真） p. 1参照

（裏表紙の写真）名古屋市博物館コマ型日時計

解説p. 17参照

（右図）渡邊敏夫著「天文暦學史上に於ける間重富と

その一 家」1943年山口書店刊、 表紙絵の日時計。

絵の出典不明。
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すが、 今では情報通信研究機構から供給される「日

本標準時」を使っていますから問題はありますまい。

電話会社の「時報サ ー ピス11 7」は1964年から

全国で始まりましたが、 それ以前には交換台で教え

る習慣もあったようです。 筆者も小学生の頃、 公園

で遊んでいて時刻を知りたい時、 近くの公衆電話で

「今、 何時？」と問きました。 その内に声を党えら

れて「ボ ー や早く帰りなさい！」とお姉さんに叱ら

れもした記憶もあります。 今ではご存知のとおり、

NTTだけではなくBBフォンなどでも利用できる

ようになりました。

時間は昔、 地球の自転や公転に基づいた天文学的

定義で採用されましたが、 1967年以降は原子放射の

振動数に基づく量子力学的定義に改定されました。

やや無機質な感じですが太陽の動きと深く関わる日

常生活との誤差を修正するために「うるう秒」で調

照していることはご存知のとおりです。

電子取引とか電子決済、 さらに電子政府の発足に

伴って更に正確な時刻情報サ ー ビスは必要になりま

すが、 アナログ電話回線による日本標準時の提供サ

ービス（テレホンJJ Y)もあり1ミリ秒以下の精

名古屋市博物館のコマ型日時計（裏表紙の写真）

名古屋市博物館は、 JR名古屋駅より市営地下鉄

桜通線「桜山」下車、 徒歩で約5分のところにある。

日時計は博物館の広い前庭の、 舗道面から約4 0 CID 

の高さの石垣に囲まれた花壊上にある。 そこに4 0 

cmの高さの御影石製の台座があり、 その上に日時計

本体が載っている。 直径120cm· 厚さ1 5 cmの御

影石製の円盤、 中央のノモンは5 cm径の鉄棒。 蛍々

とした作りの典型的なコマ型日時計である。 北面南

面の両面に1時間毎の時刻が分かりやすく刻印され

ており、 全体の大きさと目線の位置の関係もよく考

えられてる。 西隣りの銘板に日時計の説明と均時差

補正表が掲載されている。

当地と明石（標準時子午線）との経度差（時間にして

約8分）は、 円盤を回転することで補正が施されてお

り、 日時計の示す時刻に均時差補正値（分単位）を加

減すると、 時計の時刻（標準時）が得られる。 ノモン

が太いので、 その影から日時計が示す時刻を見出し
難いが、 目を凝らしてノモンの影の中央から時刻を

読み取り補正値を加減すると、 誤差は数分以内のよ

うに感じられる。 製作精度・設置精度とも充分注意
が行き届いていることが窺える。（編者）

名古屋市博物館：〒467-0806名古屋市瑞穂区瑞穂通
1-27-1、 電話052-853-2655

度を維持しているなど一 応十分な配信の体系は斃っ

ていると思われます。 つまり時刻のプロに対しては

十分なのですから、 普通の人の生活に支障の無い時

報サ ー ピスもあって良いと思うのですが、 伝統を持

つ「時報放送」があいまいになってきたのです。

電波航法などの発展で灯台の存在も過去のものに

なりつつあります。 しかし、 永年海の安全を守って

きた灯台とそこで働いた人々のことを忘れてはなり

ません。 同じように時刻を伝えて来たシステムも大

切にしたいと思うのです。

やや付け足しですが、 あの「ポ ーん」という435サ

ィクル（ヘルツ） の音も、 絶対音感を持たない私は
時報を打つ前に音をイメ ー ジして合うか、 合わない

か 、 絶対音感の練習にしておりました。 同じような

音楽学校生もいるかもしれません c

近代社会システムのなかでの時刻の告げ方、 受け

方。 技術革新と共により正確に、 より簡便になって

ゆくことと思いますが、 生活に密符した「時」のあ

り方をこれからも考えて行きたいと思っております。

編集後記 Editor's Note 

●本誌がみなさんのお手元に届く頃と前後して、 6

月11日の本年度の総会が足利で開催されていると

思います。 もう少し早く「7号ひどけい」を発行す

ペきところ、 私事に紛れてなかなか思うにまかせま

せん。 どうかご容赦ください。

●なお、 さらに言い訳になりますが、 本誌とともに

1 7年度総会のご報告を欠席された方にお送りする

予定でしたがのぴのびになってしまいました。 併せ

て総会報告をお送りすることといたしましたので、

ご了解くださI, ヽ0

●夏時間論争は少し下火になりつつありますが、 会

員のみなさまはどのようにお考えでしょうか。 会員

のみなさまは、 日々の太陽の動きと時の巡り、 季節

の移ろいには、 取り分け深く関わっておられますか

ら、夏時間についても強い関心をお持ちと思います。

夏時間をテ ーマとしたご投稿も大歓迎です。 よろし

くお願いしますc

発行 日本日時計の会 駕見洋 一
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